
令和６年度 学校評価報告書（目標設定） 

 視点 
４年間の目標 

１年間の目標 
取組の内容 

（令和６年度策定） 具体的な方策 評価の観点 

１ 

教育 
課程 
学習 
指導 

生徒が自ら課題を発見し
解決する探究力を身に付
けながら、進路希望実現に
向けた力も身に付けられ
る授業改善を実施する。 
 
これからの時代に求めら
れる資質・能力の育成に向
けた教育活動を充実させ
る。 

①組織的な授業改善テー
マ「深い学びの実現に向
けた授業実践」について
全教科で研究を行う。 

①高校及び大学の一貫し
た学びの仕組みである
高大接続教育課程開発
を行う。 

②SS 課題探究において外
部資源を活用し、生徒の
探究力を育成する。 

①授業研究月間を設定し、
相互に授業を参観し、ま
た公開研究授業を実施
して改善を進める。 

①大学と共同の高大接続
教育課程の研究母体を
作り、協議を開始する。 

②大学研究室による通年
指導、ＴＡ派遣、県相人
材バンク等を活用する。 

①生徒による授業
評価の結果。 

①高大接続教育課
程協議の進捗状
況。 

②大学研究室によ
る通年指導回数、
ＴＡ派遣人数、県
相人材バンク活
用回数。 

２ 

生徒 
指導 
・ 
支援 

校訓「礼節・信義・根性」､
モットー「文武両道・切磋
琢磨」を基盤とする高い次
元での教育活動の展開を
通し、獲得した知識・技能
を活用し、多様な人々と協
働的に活動し、リーダーと
して社会に関わろうとす
る人材を育成する。 

①学校行事・部活動を通し
て生徒の責任感・社会性
を育むとともに、リーダ
ーとして必要な資質を
育成する。 

②教育相談体制を充実さ
せ、困り感を持つ生徒の
早期発見・対応にあた
る。 

①生徒たちが主体的に学
校行事や部活動を行い、
生徒自らが課題発見・課
題解決できる環境を整
える。 

②教育相談コーディネー
ターが中心となってＳ
Ｃ・ＳＳＷとの情報共有
を密にし、保護者とも積
極的に連携して困り感
を持つ生徒のケアにあ
たる。 

①学校行事が主体
的に実施できた
か、アンケートを
実施する。 

①部活動の参加人
数及び活動内容。 

②コア会議、ケース
会議の開催状況、
困り感を持つ生
徒の改善状況。 

３ 

進路 
指導 
・ 
支援 

将来の自らの姿を意識し
た、大学やその後につなが
る学びの継続性と、社会で
求められる資質・能力が身
につくキャリアプラン作
りを指導し、主体的で、継
続的・計画的に粘り強く物
事に取り組む力を育成す
る。 

①校外の研究成果発表会、
科学の甲子園や科学オ
リンピック等への参加
者を増やす。 

②継続的・計画的に粘り強
く取り組む力を育成す
るキャリアプランを作
成する。 

②生徒の進学に対する意
識を高め、学力向上につ
なげる。 

①意欲のある生徒を中心
に参加するよう促すと
ともに、事前指導を充実
させる。 

②模試、高大連携講座、面
談等を効果的に配置し、
継続的・計画的に粘り強
く取り組む力を育成す
る。 
②県相人材バンクを活用
し、卒業生による講演を
企画したり、卒業生をメ
ンターとして活用する。 

①校外の研究成果
発表会、科学の甲
子園、科学オリン
ピック等の参加
生徒数及び結果。 

②キャリアプラン
の作成状況。 

②卒業生による講
演の実施状況、卒
業生によるメン
ターの活用状況。 

４ 

地域 
等 
との 
協働 

地域から期待されるニー
ズを理解し、教育活動を地
域と連携しながら実施し、
学校外の多様な人々と協
働的に活動する機会を通
じて豊かな人間性や社会
性を涵養し、社会に貢献で
きるリーダーを育成する。 

①本校の取組を積極的に
発信し、地域や中学生及
びその保護者に理解し
てもらう。 

②学校外の多様な人々と
協働的に活動する機会
を設定し、豊かな人間性
や社会性を涵養する機
会を作る。 

①ホームページを整理す
るとともに、こまめに更
新する。 

①学校説明会等に生徒も
参加してもらう等、効果
的な広報活動を行う。 

②学校運営協議会制度を
活用して、学校外におい
て生徒が豊かな人間性
や社会性を涵養する機
会を増やしていく。 

①ホームページの
整理状況および
更新状況。 

①学校説明会の実
施状況および参
加人数。 

②学校外における
多様な人々と協
働的に活動する
機会の回数及び
参加生徒数。 

５ 

学校 
管理 
学校 
運営 

生徒の多様な活動を引き
出しつつ、安全安心に生活
するための学習環境整備
や、生徒と向き合う時間の
確保や事故の未然防止の
ための働き方改革に向け
た、組織的で機動的な学校
運営を進める。 

①生徒が安全安心に生活
できるための学習環境
整備を進めるとともに、
非常時の安全確保につ
いて体制を整える。 

②教員の働き方改革を推
進し、教員が生徒と向き
合う時間を確保し、生徒
の事故を未然に防ぐ。 

①危機管理マニュアルを
整備し、職員に周知・共
有する。 

①具体的に災害を想定し
て、効果的な防災訓練を
企画し実施する。 

②ＩＣＴを活用した会議
の効率化、情報の電子化
による共有を進める。 

①危機管理マニュ
アルの整備・共有
状況。 

①防災訓練の実施
方法及び回数。 

②ＩＣＴを活用し
た業務の効率化
の達成状況。 

 


